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研究成果の概要（和文）：領域メンバー全員の出席する領域会議を9回行った．公開シンポジウムを年1回開催
し，2017年7月に最終公開シンポジウムを開催する予定である．研究会は19回開催した．国際会議併設公開シン
ポジウムを2回主催した． 
HP (http://www.molbot.org)から情報発信を続け，年4回のペースでニュースレターを発行した． 
学部学生を対象とする国際生体分子デザインコンペティションの支援を行った．国内予選5回を主催し，解説書
を執筆した（国際委員会により英訳される予定）．高校生を対象とした講習会ひらめき☆ときめきサイエンスを
2回実施した．企業向けのビジネス展にブースを4回出展した．

研究成果の概要（英文）：The area meeting attended by all the area members was held 9 times. The open
 symposium was held once a year and the final one is planned in July 2017. Research workshops were 
held 19 times. The area also sponsored the open symposium in two international conferences.
The home page (http://www.molbot.org）continued submitting information about the area, and the news 
letter was published four times a year.
The area supported the international biomolecular design competition for undergraduate students by 
sponsoring the domestic preliminary contest five times and writing a textbook, which is planned to 
be translated to English by the international committee. The workshop for high school students 
(hirameki-tokimeki science) titled “Make and play with DNA origami” was held twice. A booth was 
put four times in exhibitions for companies (MEMS and Nano-Micro Business).

研究分野： コンピュータ科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 より高い環境適応性や自己修復能力など
の高度な機能の実現を目指して，さまざまな
自己組織型ロボットの研究が行われている．
制御を工夫するだけではこれらの機能は実
現不可能であり，たとえば，ロボットを多数
のモジュールで構成することにより，モジュ
ールの組み換えや交換を自動的に行うこと
などが考えられている．しかし，これらのロ
ボットは外部に電源や制御装置を必要とす
る．マイクロ‐ミリサイズの完全自立型のロ
ボットを実現するためには，プロセッサやモ
ータ動力源などすべてを，分子レベルのデバ
イスの組み合わせで構成する分子ロボティ
クスのアプローチが不可欠である． 
 
２．研究の目的 
 分子ロボティクスとは，分子そのものを設
計し，分子の自己集合によって，原子分解能
をもつ人工物を作り上げる方法論のことで
ある．分子ロボティクスにより，あらゆる人
工物が分子レベルの精度を持つようにすれ
ば，生体機能を人工的に再構築できるだけで
なく，分子レベルの自己修復，自己改変とい
ったことが可能となり，医療，食料，エネル
ギーをはじめ，さまざまな分野への波及効果
は計り知れない．技術立国のほか生き残るす
べのない我が国としては，今まさに起こりつ
つあるこのパラダイムシフトを先取りして
いくことが必要不可欠であり，本研究では，
分子ロボティクス学術領域の確立と，そのた
めの人材育成を目的とする． 
 
３．研究の方法 
 総括班では，研究者間の連携が円滑に行え
るよう，領域全体のコミュニティのオープン
な雰囲気作りを大切にする．そのためメンバ
ー相互の人脈づくりの場の提供に努める．ま
た，周辺の学術分野へのフィードバックのた
め，関連研究者に向けたシンポジウムや，一
般や高校生向けなどのアウトリーチ活動に
も力を入れる．具体的には 
 毎月の研究会，および領域会議，公開シ

ンポジウムの開催 
 ウェブ，刊行物（パンフレット等），レ

ター等を通じた広報・啓蒙活動 
 関連研究者や一般，高校生に向けたシン

ポジウム，チュートリアル等の開催 
 学生や若手研究者の活動の支援（学生分

子設計コンテスト等） 
 プロジェクトに関する国内国外アドバ

イザーによるアドバイス 
 分子ロボティクスの将来構想検討 
 共有の実験設備の整備と保守 
 共有の実験設備を利用した講習会 
等の活動に取り組む． 
 
４．研究成果 
●領域会議および公開シンポジウム 
領域メンバー全員の出席する領域会議を

計 9回行った（2012 年 9月 10 日，12 月 15-16
日，2013 年 4 月 13 日，5 月 25-26 日，8 月
24-25 日，2014 年 3月 14-16 日，2015 年 3月
10-12 日，2016 年 3月 14-16 日，2017 年 3月
11-13 日）． 
新学術領域分子ロボティクス公開シンポ

ジウム（CBI 学会と共催）を年 1回，10 月頃
に東京船堀タワーホールで開催した． 
また，2017 年 7 月 15 日には東京で最終公

開シンポジウムを開催する予定である． 
 
●主催シンポジウム等 
分子ロボティクス研究会を計 19 回開催し

た（2013 年 2，4，6，7月，2014 年 1，4，5，
6，12 月，2015 年 1，5，6，7，12 月，2016
年 1，5，6，7月，2017 年 1月）． 
このほか，IEEE-NEMS2016（2016 年 4月 18

日，松島大観荘），および DNA20（2014 年 9
月 26 日，京都大学）において，国際公開シ
ンポジウム International Symposium on 
Molecular Robotics を主催した． 
IWNC2016（秋田国際大学）でも国際シンポ

ジウムを開催している． 
生命医薬情報学連合大会(2012 年 10 月 25

日)，日本生物物理学会（新学術分子ロボテ
ィクスシンポジウム 2013 年 10 月 28-30 日，
2014 年 9月 27 日），細胞を創る研究会，人工
知能学会（SIGMBI）等においても，企画シン
ポジウムを多数開催した． 
このほか分子ロボティクス若手の会も活

動をはじめている（2015 年 6 月 5 日，8 月 1
日，2016 年 2月 20 日，8月 20 日）． 
 
●ホームページ 
新学術領域「分子ロボティクス」HP

（http://www.molbot.org）を設け，領域で
得られた成果，研究会等のお知らせ，トピッ
クスなど，最新情報を広く発信しつづけてい
る． 
 
●ニュースレター 
一般の方，大学研究者，官公庁，企業向け

の情報発信として，年 4回のペースでニュー
スレターを発行した（１～21 号まで）．ニュ
ースレターは領域ホームページでも閲覧可
能である． 
 
●アウトリーチ活動 
2011 年から年一回開催されている学部学

生を対象とする国際生体分子デザインコン
ペティション（BIOMOD）の支援を行っている．
この大会には，毎年日本から 5チーム前後が
参加しており，領域メンバーのオーガナイズ
で国内予選を主催するなど，積極的にコミッ
トしている（米国の BIOMOD 実行委員会から
本領域で作成した解説書の英訳版が出版予
定）． 
高校生を対象とした講習会，ひらめき☆と

きめきサイエンス「DNA オリガミを作って遊
ぼう」を毎年田町オフィスで実施し，好評を



博している（2015 年 8月 7日，2016 年 8月 5
日）． 
また，最終年度には，一般誌「現代化学」

誌上で，DNA ナノテク・分子ロボティクスの
連載解説を行った． 
このほか，企業向けには，MEMS 展，ナノ・

マイクロビジネス展などに毎年ブースを出
展し，領域の成果をアピールした（ナノ・マ
イクロビジネス展：2013 年 7月 3-5 日，2014
年 4月 23-25 日，2015 年 4月 22-24 日，ナノ
テクノロジーEXPO2016：2016年1月27-29日，
MEMS 展：2016 年 9月 14-16 日）． 
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